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「国連憲
けん

章
しょう

」は、前文で「わたしたちは一生のうちに２度も、大きな戦争を経験し、言葉にあ
らわせないほどの悲しみを味わった。そこで、わたしたち連合国の人民は、次のようなことを
決意した」とうたい、下のようなことを明記し、最後に「これらの目的を実

じつ

現
げん

させるために、
わたしたちはおたがいの力を合わせることを決意し、わたしたちは、ここに国

こく

際
さい

連合をもうけ
ることにした」と記している。

「国連憲
け ん

章
し ょ う

」を見てみよう ！
「国連憲

けん

章
しょう

」は、国連の目的・組
そ

織
し き

・活動を定めた憲
けん

法
ぽ う

のようなものです。
前文と全19章、111条

じょう

から成りたっていて、とくに、前文には、将
しょう

来
ら い

、子
どもたちが悲

ひ

惨
さ ん

な戦争の被
ひ

害
が い

にあわないようにしようという決意が力強く
うたわれています。

国連には、主に次の４つの目的がある。
①国

こく

際
さい

の平和と安全を維
い

持
じ

すること。
②国家間の友好関係を育てること。
③国際問題の解

かい

決
けつ

と人
じん

権
けん

尊
そん

重
ちょう

の促
そく

進
しん

に協力すること。
④これらの目標を達成すべく、各国の行動を調和
させるために中心的役

やく

割
わり

を果たすこと。

こうした目的達成のために、国連は下の６つ
の重要な機関を通じてさまざまな活動をおこ
なっている。ただし「信

し ん

託
た く

統
と う

治
ち

理事会」は、国
連ができた当時は重要な役

や く

割
わ り

を果たしていたが、
現
げ ん

在
ざ い

は活動していない。

これら６つの機関、とくに経
け い

済
ざ い

社会理事会は、
関連する専

せ ん

門
も ん

機関（15個
こ

）と数多くの基
き

金
き ん

、計
画、その他の各種機関などと連

れ ん

携
け い

しながらあら

ゆる業
ぎょう

務
む

をおこなっている。こうしたさまざま
な機関全体が「国連ファミリー」だ（→p26）。

	全体像
ぞ う

を理
り

解
か い

しよう

❶ 総
そ う

会
か い

(G
ヂ ェ ネ ラ リ

eneral A
ア セ ン ブ リ

ssembly)

国連を代表する機関。すべての加
か め い こ く

盟国の代表が参加して世界のさまざま
な問題について話しあう。議

ぎ け つ

決方法は各国が１票で、多数決で決める。

❷ 安全保
ほ

障
しょう

理事会
(S

ス ィ キ ュ リ テ ィ

ecurity C
カ ウ ン ス ル

ouncil)

５つの常
じょう

任
に ん

理事国と10の非
ひ

常任理事国（総
そ う

会
か い

で３分の２以上の賛
さ ん

成
せ い

で
選ばれる）で構

こ う

成
せ い

されている。世界の平和と安全を守ることを目的に、
国
こ く

際
さ い

紛
ふ ん

争
そ う

を調
ちょう

査
さ

したり、解
か い

決
け つ

をうながしたり、軍事行動を起こしたりで
きる。決議は、理事国のうち９か国の賛成で決める。ただし、常任理事
国のうち、１か国でも反対すれば、否

ひ

決
け つ

される（拒
き ょ

否
ひ

権
け ん

→p21）。

❺ 国
こ く

際
さ い

司
し

法
ほ う

裁
さ い

判
ば ん

所
し ょ

(I
イ ン タ ナ シ ョ ナ ル

nternational C
コ ー ト

ourt o
オブ

f J
ヂャスティス

ustice)

国
こ く

籍
せ き

のことなる 15 人の裁
さ い

判
ば ん

官
か ん

（任
に ん

期
き

は 9 年、5 人ずつ 3 年ごとに改
か い

選
せ ん

される）が、世界の国ぐにの争いごとを判
は ん

断
だ ん

する。当事者になれるの
は国だけ（→ p30）。

❻ 事
じ

務
む

局
きょく

(S
セ ク レ テ リ ェ ト

ecretariat)

事
じ

務
む

総
そ う

長
ちょう

と職
しょく

員
い ん

による組
そ

織
し き

。国連機関の計画や政
せ い

策
さ く

を実行するなど、そ
の役

や く

割
わ り

は多い。事務総長は、安全保
ほ

障
しょう

理事会の勧
か ん

告
こ く

を受けて国連総
そ う

会
か い

が
任
に ん

命
め い

する。任
に ん

期
き

は 5 年。

❹ 信
し ん

託
た く

統
と う

治
ち

理事会
(T

ト ラ ス テ ィ ー シ ッ プ

rusteeship C
カ ウ ン ス ル

ouncil)
現
げ ん

在
ざ い

は活動を中止している。

❸ 経
け い

済
ざ い

社会理事会
(E

エ コ ナ ミ ッ ク

conomic a
ア ン ド

nd S
ソ ウ シ ャ ル

ocial C
カ ウ ン ス ル

ouncil)

54 の理事国からなる巨
き ょ

大
だ い

な組
そ

織
し き

。任
に ん

期
き

は 3 年。毎年、18 か国ずつ改
か い

選
せ ん

される。いろいろな国連ファミリー（→ p26）と連
れ ん

携
け い

しながら世界の
経
け い

済
ざ い

や社会にかかわるさまざまな問題の解
か い

決
け つ

にあたる。

「国連憲
けん

章
しょう

」の規
き

定
てい

により、国連には「総
そう

会
かい

」「安全保
ほ

障
しょう

理事会」「経
けい

済
ざい

社会理事会」
「信

しん

託
たく

統
とう

治
ち

理事会」「国
こく

際
さい

司
し

法
ほう

裁
さい

判
ばん

所
しょ

」「事
じ

務
む

局
きょく

」の６つがもうけられています。

「国連憲
け ん

章
しょう

」の前文の概
が い

要
よ う

これから生まれてくる子どもたちが、
このような戦争の被

ひ

害
がい

にあわないようにする。

人が正しいと思うことや、
国どうしが約束したことを
尊
そん

重
ちょう

する。

おたがいにゆるしあい、
平和にくらし、
世界の平和と安全を
守るために力を合わせる。

おたがいのためになるとき
以外は、武

ぶ

力
りょく

を用いないよう、
ルールを定める。

すべての人びとが
ゆたかな生活を送り、
よりよい社会に
生きることができるよう、
国
こく

際
さい

組
そ

織
しき

を利用する。

みなが自由に生きることができ、
よりよい生活ができるようにする

人は男
だん

性
せい

も女性もみな尊
とうと

く、基
き

本
ほん

的
てき

人
じん

権
けん

をもち、
それぞれにかけがえのない価

か

値
ち

をもっていることをみとめる。

国も大小にかかわらず、
平等に権

けん

利
り

をもっている
ということをみとめる。

国連の６つの主要機関2

地
球
環
境
に
か
か
わ
る

国
連
フ
ァ
ミ
リ
ー

パート
５

開
発
と
経
済
に
か
か
わ
る

国
連
フ
ァ
ミ
リ
ー

パート
４

健
康
と
保
健
に
か
か
わ
る

国
連
フ
ァ
ミ
リ
ー

パート
３

平
和
と
人
権
に
か
か
わ
る

国
連
フ
ァ
ミ
リ
ー

パート
２

国
連
基
礎
の
き
そ

パート
１

巻
頭
特
集
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ユニセフに力をつくした女
じょ

性
せい

1953年、当時のアメリカ大
だい

統
とう

領
りょう

夫
ふ

人
じん

で国連の
アメリカ代表エレノア・ルーズベルトの次のうった
えが、ユニセフを常

じょう

設
せつ

機関として存
そん

続
ぞく

させるきっ
かけとなったといわれている。
「今

こん

日
にち

、世界には15歳
さい

未満の子どもたちが約
９億人います。そのうちの５億人は貧困のなかに
生まれ、死んでいます。彼

かれ

らのために活動してい
るただひとつの組

そ

織
しき

が、ユニセフです。彼らのた
めになることを現

げん

実
じつ

にしようとするなら、それは
ユニセフが常設機関となる以外にはありません」。

また、日本人にも、ユニセフの活動に大きな力
をあたえた人がいる。タレント・女

じょ

優
ゆう

の黒
くろ

柳
やなぎ

徹
てつ

子
こ

は、1984年のユニセフ親
しん

善
ぜん

大使就
しゅう

任
にん

以来、2021
年までにのべ40か国をおとずれ、子どもたちの現

げん

状
じょう

を世界に伝え、ユニセフの活動への理
り

解
かい

と支
し

援
えん

をよびかけつづけている。

第二次世界大戦後、戦争で親をなくしたり、
住む家や食べ物がなく、飢

き

餓
が

や病気に苦しんだ
りする子どもたちが、世界じゅうに数えきれな
いほどいた。そうした子どもたちを救うために、
1946年12月につくられた国連機関が、国連国
際児童緊

き ん

急
きゅう

基
き

金
き ん
＊だ。英語の頭文字を読んで「ユ

ニセフ（UNICEF）」といわれた。
ユニセフは当初３年で活動を終える予定だっ

たが、３年が終わっても貧
ひ ん

困
こ ん

や飢餓に直面する
子どもがいることから、活動期間を延

え ん

長
ちょう

。さら
に1953年、あらためて期

き

限
げ ん

のない常
じょう

設
せ つ

機関とし
て 生 ま れ か わ り、 名

め い

称
しょう

も「 国 連 児 童 基 金
（United Nations Children's Fund）」に変更。
しかし、すでに多くの人びとに親しまれていた

「ユニセフ」というよび名は残すことになった。

 できるまでの背
は い

景
け い

 どんな活動をしているの？

アタリとして受け取り
解像度は OK

1946年設
せ つ

 立
り つ

アメリカ・ニューヨーク本 部

193（国連加盟国）加
か

盟
めい

国
こく

食
しょく

糧
りょう

難
な ん

に苦しむ子どもを救
きゅう

済
さ い

し、子どもの権
け ん

利
り

を保
ほ

護
ご

すること。目 的

日本とユニセフ
ユニセフの活動資

し

金
きん

は、個
こ

人
じん

・企
き

業
ぎょう

・団体から
の募

ぼ

金
きん

や各国政
せい

府
ふ

からの拠
きょ

出
しゅつ

金
きん

だ。日本政府も多
た

額
がく

のお金を出している。そんな日本も、第二次世
界大戦で敗戦した直後は、ユニセフから支

し

援
えん

を受
ける側だった。1949年から1964年まで、日本は
学校給食用の脱

だっ

脂
し

粉
ふん

乳
にゅう
＊や薬、服の原料となる綿

などの援
えん

助
じょ

をユニセフから受けた。
＊	牛

ぎゅう

乳
にゅう

から乳
にゅう

脂
し

肪
ぼう

分
ぶん

を取
と

りのぞき、乾
かん

燥
そう

させて粉にしたもの。長期
保
ほ

存
ぞん

が可
か

能
のう

で栄養価が高い。水にとかして飲む。

世界には、食べ物がなかったり、病気やけが
をしても医者にみてもらえなかったり、学校に
通えなかったりする子どもたちが数えきれない
ほどたくさんいる。また、小さいときから働か
なければ生きていけない子どもや、戦争のせい
で、家族が死んだり、行方がわからなかったり
してひとりぼっちでくらしている子どもたちも
いる。

ユニセフは、このような子どもたちを含めて
すべての子どもたちが、「子どもの権

け ん

利
り

条
じょう

約
や く

」に
うたわれた権利を自分のものにできるように、
さまざまな活動をしている。

なお、子どもの権利条約は、子どもの基
き

本
ほ ん

的
て き

人権を国
こ く

際
さ い

的に保
ほ

証
しょう

するための条約のこと。ユ
ニセフもその草案づくりに参加し、1989年の国
連総

そ う

会
か い

で採
さ い

択
た く

された。

ユニセフの主な活動

こうしたユニセフの活動は、世界じゅうから
高く評

ひょう

価
か

され、1965年には、ノーベル平和賞が
おくられた。

2019年子どもの権利条約ができて30年の節目となる2019年
に、条約の内容や大切さをより広く伝えることを目的にユニセフ
がつくったポスター。

保
ほ

健
け ん

センターをつくり、予
よ

防
ぼ う

接
せ っ

種
し ゅ

を
受けさせ、いつでも薬がつかえるようにする。安
心して子どもがうめるように、助

じ ょ

産
さ ん

師
し

を育てる。
エイズについての知

ち

識
し き

を、子どもたちに教える、
など。

学校を建てたり古い校
こ う

舎
し ゃ

を建てなお
したりする。文

ぶ ん

房
ぼ う

具
ぐ

を送る。質
し つ

の高い先生を養成
する、など。

村の近くに井戸をつくり、安全な水
を確

か く

保
ほ

する。トイレをつくる。衛
え い

生
せ い

的
て き

な生活につ
いて、子どもたちに指

し

導
ど う

する、など。

貧
ひ ん

困
こ ん

のために働かなくてはならない
子どもたちが学校に通えるように支

し

援
え ん

する。また、
将
しょう

来
ら い

やくに立つ仕事につけるよう職業訓練をする。
路

ろ

上
じょう

生活をする子ども（ストリートチルドレン）
のために寝

ね

泊
と

まりできる施
し

設
せ つ

をつくる、など。

自然災
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害
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や戦争にまきこまれ、難
な ん

民
み ん

となった子どもたちに食べ物や水、薬、毛
も う

布
ふ

など
をとどける。戦争や災害でおそろしい体験をした
子どもたちの心のケアをする。
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